
明
治
二
十
年
代
の
音
楽
界
と
東
京
音
楽
学
校

音
楽
取
調
掛
に
お
け
る
八
年
間
の
音
楽
教
育
の
基
礎
作
り
は
急
速
な
テ
ン
ボ
で
成

就
し
た
。
明
治
十
八
年
(
-
八
八
五
）
七
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
最
初
の
全
科
卒
業

生
に
よ
る
披
露
演
奏
会
は
ま
さ
に
そ
の
実
績
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
（
『
東
京
芸
術

大
学
百
年
史
東
京
音
楽
学
校
篇
』
第
一
巻
ニ
―
九
頁
参
照
）
。

明
治
二
十
年
(
-
八
八
七
）
、
こ
の
音
楽
取
調
掛
を
母
体
と
し
て
東
京
音
楽
学
校
が

創
立
し
、
正
規
の
教
育
を
受
け
た
音
楽
家
が
誕
生
す
る
に
至
っ
て
音
楽
会
の
数
は
激

増
す
る
。
そ
の
推
進
役
と
な
っ
た
の
は
明
治
十
九
年
に
結
成
さ
れ
た
「
日
本
音
楽
会
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
会
は
大
日
本
教
育
会
を
本
拠
と
し
、
そ
の
会
員
で
あ
る
伊
澤
修

二
、
シ
ャ
ル
ル
・
ル
ル
ー
(
-
八
五
一
ー
一
九
二
六
、
フ
ラ
ン
ス
人
陸
軍
軍
楽
隊
の

指
導
者
）
お
よ
び
帝
国
大
学
教
授
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
鹿
鳴
館
に
事
務
所
を
置
い

て
音
楽
活
動
を
行
っ
た
。
「
日
本
音
楽
会
」
が
企
画
す
る
音
楽
会
は
会
員
制
を
と
り
、

演
奏
者
は
、
東
京
音
楽
学
校
の
教
師
•
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
宮
内
省
雅
楽
部

伶
人
お
よ
び
軍
楽
隊
の
面
々
が
中
心
で
あ
っ
た
。
演
奏
会
場
は
鹿
鳴
館
、
毎
晩
の
よ

う
に
開
か
れ
る
舞
踏
会
の
ワ
ル
ツ
や
ク
ワ
ド
リ
ー
ル
の
調
べ
と
合
せ
て
鹿
鳴
館
は
西

洋
音
楽
の
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
い
た
。
「
日
本
音
楽
会
」
は
ま
た
音
楽
の
個
人
指
導
も

斡
旋
し
て
い
た
。

明
治
二
十
三
年
(
-
八
九
0

)

五
月
、
奏
楽
堂
を
付
設
し
て
東
京
音
楽
学
校
の
新

校
舎
が
現
在
地
に
落
成
し
た
。
奏
楽
堂
は
わ
が
国
最
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
あ

る
。
東
京
に
お
け
る
洋
楽
の
演
奏
会
は
鹿
鳴
館
か
ら
次
第
に
奏
楽
堂
へ
移
行
す
る
よ

う
に
な
り
、
演
奏
会
数
が
さ
ら
に
増
加
し
た
。
四
ー
五
頁
の
表
は
明
治
二
十
三
年
八

月
か
ら
二
十
五
年
ま
で
全
国
で
開
催
さ
れ
た
洋
楽
中
心
の
音
楽
会
状
況
で
あ
る
。

第
一
章
明
治
二
十
一
年

2
三
十
年

（

一

八

八

八

2
一
八
九
七
）

『
＿
音
楽
雑
誌
』
が
当
時
調
査
し
た
記
事
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
。

こ
の
表
か
ら
明
治
二
十
年
代
の
音
楽
界
が
非
常
な
活
気
に
満
ち
て
い
た
こ
と
を
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
十
年
代
も
終
り
に
近
い
二
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
、
奏
楽
堂
で
グ
ノ
ー
作
曲

〈
フ
ァ
ウ
ス
ト
〉
第
一
幕
が
上
演
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
赤
十
字
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
・

コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
た
音
楽
会
に
お
け
る
最
後
の
出
し
物
で
あ
っ
た
が
、

わ
が
国
で
オ
ペ
ラ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
認
識
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。
フ
ァ
ウ

ス
ト
が
イ
タ
リ
ア
公
使
館
員
ブ
ラ
ッ
チ
ャ

リ
ー
ニ
、
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
が
オ
ー

ス
ト
リ
ア
代
理
公
使
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
ェ
伯
爵
、
管
弦
楽
伴
奏
は
宮
内
省
雅
楽
部
、

東
京
音
楽
学
校
は
合
唱
を
受
け
持
っ
た
。
そ
の
模
様
を
十
二
月
一
日
付
の
英
字
新
聞

T
h
e
 J
a
p
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n
 W
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y
 M
ai
l
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
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『昔楽雑誌』に見る音楽会（明治23年～25年）

洋 楽 邦 楽

演奏 メ云 名 年月日 時間 場 所
P`I 芦oI面VnlVpn独恰歌I伴吹

泣目 他 計言麟麟 他
音楽以外

宮中演奏会 M23. 8. 16:30- 宮中千草の間

゜ ゜
フルート •P

小集会 〔9〕 10:00-16:00 群馬：共寿館

゜ ゜軍艦遭難者義捐大音楽会 9.30 19.00-22:00 京橋：厚生館

゜ ゜゚
滑稽談

貧民救悼慈善音楽会 9．下旬 京都：祇園館 00  

゜゚゜
00 ネアッッコトル，バジンョジン，ョコール

゜ ゜
六祇斎園，はやし

第8回同好会 10.18 13:00- 上野：奏楽堂

゜゚
00  00  

第3回唱歌演奏会 11. 8 18:00-20:30 本郷：第一高等中学校 00  

゜
0 P,O 

゜国会開院前祝音楽会 11. 27 大阪 ：岸和田倶楽部

゜
アッコJレg ョン， 。

帝国議会開院祝賀音楽会 〔訟〕 14:00- 上野：奏楽堂

゜゜
OP，管

。アッコル ョ ン•O

第12回日本音楽会 12. 6 14:00- 上野：奏楽堂 00  00  応目 0 サクソホーン

゜ ゜第9回同好会 12.23 15:00- 上野：奏楽堂 00  

゜
00 

゜音楽会 12.27 14:00- 本郷： 中央会堂

゜
00 

゜ ゜慈善音楽会 M24. 1. 7 19: 00- 大阪：青年会館

゜゜゚ ゜
アッコルジョン 00  〇六斎 滑マ鶯ンッ曲ク引，

慈善音楽会 2. 7 19:00- 神戸：医会堂 00  00  

゜
00 Vアnッ•コVルa ジ•Vョcン， 00  

゜同好会 3.14 14:00- 上野：奏楽堂

゜゚゜
00 

゜第13回日本音楽会 4.25 午後 上野：奏楽堂

゜゚
00  p 00  

゜ ゜帝国音楽協会 5. 2 13:QQ- 芝：弥生館 欧州楽

゜
0 長唄

東楽京会女子手芸学校交友音 5. 9 13:00- 芝：弥生館

゜ ゜
〇浄瑠璃 落茶番語狂，所言作事，

音楽会 5.23 19:30- 本郷：中央会堂

゜゚ ゜
アモニカ 00  

音楽会 5.29 20:00- 横浜：バインヤイク 曲目不明

北越音楽会 5．下旬 新潟 ：三条町 0 0 
女人教会10周年祝会 6.11 築地：善永寺

゜
Vn•O 

慈善音楽会 6.20 午後 麹町：帝国ホテル 00  00  00  

゜
薙刀，落語

東京音楽学校卒業式 7.11 15:00- 上野：奏楽堂 00  0() 0 0 

゜幼稚唱歌会 7.19 7:00- 牛込：大村幼稚園

゜ ゜゚三楽大合奏 10.15 雅楽所 三楽合奏
慈善音楽会 10.24 京橋：厚生館 内容不明

芝玉女学校音楽会 10.25 13:00- 神田 ：錦輝館 欧州楽 C) 

゜゚
薙刀，手品

高知県音楽会 11. 1 高知市中学校 00  O,Vn OO••VVnn•・ 等箪・歌
慈善音楽会 11. 3 14:00- 京橋 ：厚生館

゜
00 00  落語

震災義捐音楽会 11. 7 18:00- 神田：錦輝館

゜ ゜゚ ゜゚
手品，落語，剣舞

震基督災義教青捐年音会楽婦会人親和会 11. 11 18: 00- 本郷 ：中央会堂

゜
00 〇義太夫 落語，手品

震災追悼慈善音楽会 11.12 17:00- 麹町 ：帝国ホテル 内容不明

て

撰
母

k
．
茫
郡

器
I

抵



洋 楽 邦 楽

演奏 メココ 名 年月日 時間 場 所
測P連I独Oi連

Vn 

Vpn碕合歌I伴 吹管
Vn 等琵琶 能楽 雅楽

闊
音楽以外

独合
他

等 薩評能狂悧舞
他

同好会震災義捐音楽会 11.1513:00- 上野：奏楽堂

゜゚゜ ゜ ゜゚楽友会慈善音楽会 11.17 20:00- 鹿鳴館 00 00 
日本音楽会 11.28 13:00-16:30 上野：奏楽堂

゜゚
00 

゜広島慈善音楽会 12.10,11 18:00- 広島：階行社

゜゚゜ ゜
00 

゜ ゜゚水難救済音楽会 12.22 19:30- 鹿鳴館

゜゚
00 Vn•P·O 

゜゚
00 

音楽大集会 M25. 1. 3 高知 ：師範学校

゜゚ ゜゚ ゜養育院慈恵音楽会 1. 4 -21:00 愛宕館 0 O•Vn 

゜
00 

゜長幼音楽会 1.19 浜町：日本橋倶楽部 Vn•O 

゜
長唄

震災義捐慈善音楽会 〔1〕 松本：神道分局

゜
00 

゜゜音楽会 〔1〕 福島 ：JIl俣高等小学校 0 O 

慈善音楽会 3.20 3:00-22:00 仙台：仙台座 欧州楽

゜
00 

゜
。囃八雲子琴，義太夫，踊手，品綱，幻渡燈り

神遊大演芸会 4. 3 11:00-19:00 神田：錦輝館

゜
00 。筑滋常義紫磐太夫琴琴津，．，．須清長富磨本元唄琴，． ． 講釈

一三五会音楽演奏会 5. 1 14:00- 浅草 ：松葉館跡

゜゚ ゜゚ ゜盲唖学校慈善音楽会 5. 8 14:00- 京小指石ケ橋）谷II：盲:厚匝生学館校

゜
P•Vn • 拳

春期音楽会 5.12 16:00-

゜
0 0•Vn 

゜ ゜
00 

゜゚
剣舞，講談

婦人レプタ会慈善演奏会 5.14 13:00- 京橋：厚生館

゜゜
欧州楽， O•Vn 00 0 長唄 西洋手品，講談

誕辰会 5.21 13:00- 築地：本願寺

゜゜
00 柴笛

雅楽大演習会 5.23 9:00- 牛込：雅楽稽古所

゜
oo 00 大和歌，田舞

第15回日本音楽会 6. 4 16:00-19:00 小石川：後楽園 oo コルネット
高等商業学校音楽会 6.10 高等商業学校

゜
oo 

楽友会 6.1113:00- 牛込：雅楽稽古所

゜ ゜東京音楽学校卒業式 7. 9 15:00- 上野：奏楽堂 00 

゜
0 p 

゜幻燈会 7.18 20:00-23:00 京都 ：第17中立小学校

゜
00 O•Vn 等•O 幻燈

第5回明治女学校卒業式 7.19 19:30- 明治女学校

゜ ゜
00 薙刀術，柔術

音楽矯風会第1回奏楽会 9.11 新潟：下高田

゜
0 等°••V月n 

゜福一三田会五会慈善演奏音楽会会
11.10午後 銀座：美呂教会

゜ ゜
00 

11.11 18:00- 神田：錦輝館

0『， 。 『，。
゜ ゜招魂祭 11.12 仙台

゜学友会 11. 27 13:30- 上野：奏楽堂

゜゚
p， 管 クラリネット

゜゚慈善会 〔11〕 芝浜御殿

゜ ゜孤児慈善会 〔11〕 横浜：山手公会堂

゜〔注〕 洋楽の音楽会を中心とし，邦楽のみのものは除いた。
［略語） Pーヒ゜アノ， 0ーオルガン（リードオルガン）， Vnーヴァイオリン， P•Vnーピアノとヴァイオリンの合奏，歌一唱歌を含む，吹一吹奏楽， 管ー管弦楽， Vn• 第一等曲をヴァイオリンと第で合奏し

たもの，第一箪曲（尺八，胡弓も含む），薩ー薩摩琵琶，平一平家琵琶，狂一狂言，管（雅楽）一管絃，舞ー舞楽，明清一明清楽，月一月琴，独ー独奏，連一連弾，合ー合奏，伴一伴奏楽器 （中村仁美作成）
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a
b
o
u
r
s
.
 It 
:r:i-
e
e
d
 scarcely

.
 b

e
 s
ai
d
 t
h
at
 
t

h
e
 p
i

e
c
e
 of
 
t

h
e
 e
v
e
ni
ng

,
 

t

h
e
 F
i

rst
 
A
ct
 
of
 
F
a
u
st

,
 

w
a
s
 l
o
o
k
e
d
 
for
w
a
r
d
 t
o
 w
i
t

h
 th
e
 ut
m
o
st
 

e
xp
e
ct
i

o
n
s
.
 
~he

y 

w
e
r
e
 n
ot
 
di
sap
p

oi
nt
e
d
.
 M

r
.
 
B
r
a
c
ci
ali
ni
's
 he
a
u
,
 

t
i
f
u

l
 
t

e
n
o
r,
 at
 

o
n
c
e
 p
o
w
e
rf
u

l
 a
n
d
 s
w
e
et
,
 

a
n
d
 
C
o
u
nt
 

C
o
u
d
e
n
,
 

h
o
v
e
's
 m
e
l
l
o
w
 b
a
s
s
 
b
e
l
o
n
g
 t
o
 a
n
 o
r
d
e
r
 of
 

v
oi
c
e
s
 rarely 
h
e
a
r
d
 

a
m
o
ng
 

a
m
at
e
u
r
s
.. T
h
e
 a
ct
i

ng
,
 t

o
o
,
 of

 
b
ot
h
 g
e
n
t
l
e
m
e
n
 w
a
s
 really
 

・
 first
 

r
at
e
.
 M

r
.
 
B
r
a
c
ci
ali
ni
's
 r
e
n
d
e
ri
ng
 

of
 
t

h
e
 
c
o
nf
l
i

ct
 

of
 

e
m
o
,
 

t
i

o
n
s
 
t

h
at
 
p

r
e
c
e
d
e
s
 
F
a
u
st
's
 s
u
r
r
e
n
d
e
r
 
t

o
 :S
at
a
n,
 a

n
d
 
C
o
u
nt
 

C
o
u
d
e
n
h
o
v
e
's
 g
eneral 
c
o
n
c
ep
t
i

o
n
 of
 

M
ep
hi
st
o
p
heles,
 as
 
w
e
l
l
 

a
s
 
hi
s
 by
,
p

lay
,
 

w
e
r
e
 m
a
st
erp
i

e
c
e
s
 t
h
at
 
w
o:i,i
ld h
a
v
e
 e
a
r
n
e
d
 hi
g

h
 

ap
p

l
a
u
s
e
 
o
n
 a
ny
 

st
ag
e
.
 Im

m
e
n
s
e
 di
f
f
i

c
ul
t
i

es h
a
d
 t
o
 b
e
 g
r
ap
p

led 

w
i
t

h
 in
 p
r
ep
a
ri
ng
 

t

hi
s
 first
 
r
ep
r
e
s
e
nt
at
i

o
n
 of
 
t

h
e
 ki
n
d
 t
h
at
 

h
a
s
 

e
v
e
r
 
b
e
e
n
 p
ut
 

up
o
n
 t
h
e
 st
ag
e
 in
 J
ap
a
n,
 an

d
 h
a
d
 i
t
 

n
ot
 

b
e
e
n
 

for
 th
e
 u
nt
i

ri
ng
 

e
n
e
rg
y

 

a
n
d
 p
at
i

e
n
c
e
 of
 

Mr
.
 
B
r
a
c
ci
ali
ni
,
 

s
up
'
 

p

l
e
m
e
nt
e
d
 by
 

t

h
e
 t
a
l
e
nt
-

of
 

P
r
o
f
e
s
s
o
r
 E
c
k
e
rt
 
w
h
o
 a
r
r
a
ng
e
d
 t
h
e
 

di(fi.
c
ul
t
 
m
u
si
c
 of
 
F
a
u
st
 

for
 
t

h
e
 O
r
c
h
e
st
r
a
 of
 t

h
e
 I
mp

eri
al 
C
o
u
rt
 

a
n
d
 
trai
n
e
d
 t
h
e
 p
up
i

ls 
of
 
t

h
e
 A
c
a
d
e
my

 
・
 t

o
 si
ng
 

t

h
e
 
c
h
o
r
u
s,
 

w
hi
c
h
 t
h
ey

 

di
d
 t
h
o
r
o
ug

hly
 

w
e
l
l
,
 

t

h
e
 t
a
s
k
 i:nu
st
 
h
a
v
e
 b
e
e
n
 a
b
a
n
,
 

d
o
n
e
d
 a
s
 
h
op

eless
.
 T

o
 b
ot
h
 of
 
t

h
e
s
e
 g
e
n
t
l
e
m
e
n
,
 a

n
d
 t
o
 M
a
,
 

d
a
m
e
 S
ari
n
o
mi
y

a
 w
h
o
,
 ac

c
o
r
di
ng
 

t

o
 h
e
r
 i
n
v
a
ri
a
b
l
e
 w
o
nt
 
w
h
e
r
e
 

c
h
a
ri
t
y
 
i

s
 c
o
n
c
e
r
n
e
d
,
 sp

a
r
e
d
 n
o
 p
ai
n
s
 t
o
 s
e
c
u
r
e
 
a
 f
a
v
o
u
r
a
b
l
e
 

r
e
s
ul
t
,
 t

h
e
 g
r
at
i
t

u
d
e
 of
 
t

h
e
 p
u
bl
i

c
 is
 d
u
e
.
 W

e
 m
u
st
 
n
ot
 

forg
et
,
 

t

o
o
,
 th

e
 c
h
a
r
mi
ng
 

y

o
u
ng
 

lady
 

w
h
o
 p
lay

e
d
 t
h
e
 role 
of
 

M
a
r
,
 

g

ミ

e
ri
t
e,
p

r
e
s
e
nt
i

ng
 

a
n
 i
m
ag
e
 lovely
 

e
n
o
ug
h
 t
o
 h
a
v
e
 t
u
r
n
e
d
 

t

h
e
 h
e
a
d
s
 
of
 

a
 d
o
z
e
n
 
F
a
u
st
s.
 T

h
e
 u
ni
versal 
f

eeli
ng
 

a
s
 
t

h
e
 

c
u
rt
ai
n
 f
ell 
w
a
s
 o
n
e
 of
 

r
eg
r
et
 
t

h
at
 
t

h
e
 deli
g

ht
f
u

l
 
p

er
for
m
a
n
c
e
 

h
a
d
 b
e
e
n
 s
o
 
s
h
o
rt

,
 

a
n
d
 of
 

h
op

e
 th
at
 
t

h
e
 !
a
b
o
u
r
 of
 

o
rg
a
ni
zi
ng
 

i
t
 

m
i
g

ht
 

n
ot
 

d
et
er 
a
n
ot
h
e
r
 
effort
 
i

n
 t
h
e
 s
a
m
e
 li
n
e
.
 A

n
 
i

n
ci
d
e
nt
 

t

h
at
 

r
e
n
d
e
r
e
d
 t
h
e
 
e
v
e
ni
ng
 

sp
e
ci
ally

 

m
e
m
o
r
a
b
l
e
 
w
a
s
 t
h
e
 an, 

n
o
u
n
c
e
m
e
nt
 
of
 t

h
e
 t
a
ki
ng
 

of
 
P
o
rt
 

Art

h
u
r
.
 

O
f
f
i

ci
al n
e
w
s,
 re

c
ei
v
e
d
 

j

u
st
 

b
e
for
e
 t
h
e
 c
o
n
c
e
rt
 

c
o
m
m
e
n
c
e
d
,
 w

a
s
 g
i
v
e
n
 
o
ut
,
 

a
f
t
e
r
 t
h
e
 

first
 
p
i
e
c
e
,
 by
 

M

r. 
B
r
a
c
ci
al
i

ni
 
i

n
 F
r
e
n
c
h
 a
n
d
 M

r. 
It
o
 Y
u
ki
c
hi
 

i

n
 J
ap
a
n
e
s
e,
 eli

ci
t
i

ng
 

f
r
o
m
 t
h
e
 a
u
di
e
n
c
e
 
a
 b
u
r
st
 

of
 

c
h
e
e
ri
ng
 

t

h
at
 

h
a
d
 a
 g
e
n
ui
n
e
 n
at
i

o
n
a
l
 ri
ng
.
 

こ
の
上
演
は
言
う
ま
で
も
な
く
大
成
功
を
収
め
、
わ
が
国
の
洋
楽
史
を
か
ざ
る
一

駒
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
、
わ
が
国
の
洋
楽
界
を
教
育
の
面
か
ら
も
リ
ー
ド
し
た
の
は
東
京
音
楽

学
校
の
外
人
教
師
R
・
デ
ィ
ト
リ
ヒ
お
よ
び

R
.
V
・
ケ
ー
ベ
ル
博
士
で
あ
る
。
彼

ら
の
指
導
の
も
と
に
橘
絲
重
、
頼
母
木
コ
マ
、
幸
田
幸
、
瀧
廉
太
郎
ら
が
巣
立
っ
て

い
っ
た
。
東
京
音
楽
学
校
（
二
十
六
年
高
等
師
範
学
校
の
付
属
と
な
る
）
は
、
こ
の

よ
う
に
続
々
輩
出
さ
れ
る
意
欲
的
な
音
楽
家
た
ち
の
要
望
に
よ
っ
て
今
日
の
音
楽
集

団
的
な
―
―
つ
の
演
奏
グ
ル
ー
。
フ
、
学
友
会
（
明
治
二
十
五
年
）
と
同
声
会
（
明
治
二
十

(

l

)

 

九
年
）
を
創
設
し
た
。
両
グ
ル
ー
。
フ
は
留
学
先
の
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
帰
国
し
た
幸
田
延

を
加
え
て
盛
ん
な
演
奏
活
動
を
行
っ
た
。
当
時
、
東
京
音
楽
学
校
が
主
催
す
る
公
開

の
演
奏
会
は
卒
業
演
奏
の
み
で
、
こ
の
学
友
会
・
同
声
会
が
催
す
定
期
的
演
奏
会
は
、

三
十
一
年
か
ら
は
じ
ま
る
東
京
音
楽
学
校
定
期
演
奏
会
の
さ
き
が
け
で
あ
っ
た
。
こ

の
頃
の
演
奏
会
は
邦
楽
と
洋
楽
を
と
り
ま
ぜ
た
。
フ

ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
す
る
の
が
普
通

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
組
み
合
せ
は
日
本
人
音
楽
フ
ァ
ン
に
い
っ
そ
う
の
親
近
感

を
与
え
、
ま
た
各
国
公
使
館
員
な
ど
外
国
人
聴
衆
を
大
い
に
た
の
し
ま
せ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
東
京
音
楽
学
校
の
活
動
は
も
と
よ
り
日
清
戦
争
の
前
後
、
日
本

を
訪
れ
た
多
く
の
外
国
人
演
奏
家
に
よ
っ
て
音
楽
的
趣
味
が
一
段
と
向
上
し
た
こ
と

も
歴
史
上
見
逃
せ
な
い
重
要
な
現
象
で
あ
る
。

(

1

)

幸
田
延
は
明
治
二
十
二
年
四
月
、
音
楽
専
修
者
と
し
て
は
初
め
て
文
部
省
よ
り
海
外
留
学

を
命
じ
ら
れ
、
ボ
ス
ト
ン
お
よ
び
ウ
ィ
ー
ン
に
留
学
し
た
。
二
十
八
年
十
一
月
帰
国
。
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